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　みなさまには、平素よりトモニホールディングスグループをお引き立ていただきまして、
誠にありがとうございます。

　当社グループは、銀行持株会社である当社、徳島大正銀行及び香川銀行を含む連結子会社
9社で構成される企業集団であり、銀行業務を中心にリース業務、カード業務などの幅広い
金融サービスの提供を通じて、地域のお客さまとともに成長する広域金融グループとして歩
んでまいりました。

　当社は、平成31年4月よりスタートさせた4か年計画の第4次経営計画『変革と進化へ
の挑戦 ～ 変わる“トモニ”変わらぬ“ともに”～』において、グループ経営ビジョンに基づ
き『変革し進化する広域金融グループ』を目指し、「ガバナンス戦略」「営業戦略」「エリア戦略・
地方創生戦略」「人財戦略」の4つの基本戦略の展開を通じて、当社グループの更なる企業価
値の向上に努めております。

　今後は、グループ全体としての効率的な組織運営を実現することで、より強固な経営基盤
を構築し、徳島大正銀行と香川銀行が、各々のお客さまのニーズに応じた最良の金融サービ
スを提供するとともに、地域において持続安定的な金融仲介機能を発揮することを目指して
まいります。

　みなさまにおかれましては、今後とも変わらぬご支援とご愛顧を賜りますようよろしくお
願い申しあげます。

変革と進化への挑戦
～変わる“トモニ”変わらぬ“ともに”～

令和4年6月
トモニホールディングス株式会社
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　ブランドマークは、“ともに”協調しあって、地域のお客さまとともに、明日への発展を支えてい
くというビジョンを、翼を広げ飛翔するイメージに表現したものです。左右に広がる豊かな曲線は
ヒューマンなイメージを、2つの形が合わさる縦の直線は知性や信頼感を表現しています。
　ブランドカラーは、知的でありながらヒューマンなイメージを感じさせる赤色を基調としており、
TOMONYレッドといいます。

ブランドマーク・ロゴ

［ブランドマーク］

［ロゴ　和文／英文］

グループ概要
（令和4年3月31日現在）

お客さま
第一主義

お客さまと
ともに成長

信頼と
安心の経営

お客さま第一主義の経営を徹底し、
それぞれのお客さまのニーズに応じた
最良の金融サービスを提供します。

地域において持続的安定的な
金融仲介機能を発揮し、
地域のお客さまとともに成長し続けます。

グループとしてより強固な経営基盤を構築し、
お客さまから信頼され安心して末長く
おつきあいいただく存在になります。

グループ経営ビジョン

徳島大正銀行 香川銀行

トモニホールディングス

トモニシステムサービス

徳銀ビジネスサービス
トモニカード
徳銀キャピタル
大正信用保証

子会社等 子会社等

香川ビジネスサービス
トモニリース

株式会社 徳島大正銀行
創 業 日
所 在 地
資 本 金
預 金
貸 出 金
店 舗 数
従業員数

大正7年3月3日
徳島県徳島市富田浜1丁目41番地
110億円
２兆１，854億円
１兆8,272億円
１０７店舗（うち出張所１0店舗）
１，170名

株式会社 香川銀行
設 立 日
所 在 地
資 本 金
預 金
貸 出 金
店 舗 数
従業員数

昭和18年2月1日
香川県高松市亀井町6番地1
120億円
1兆7,682億円
1兆4,115億円
89店舗（うち出張所6店舗）
1,013名

トモニホールディングス 株式会社
平成22年４月１日
香川県高松市亀井町７番地１
250億円
銀行持株会社
84名（各子銀行兼務者49名を含む）
東京証券取引所（プライム市場）

プロフィール（単体ベース）
（令和4年3月31日現在）

トモニホールディングスグループについて －トモニホールディングス－

設 立 日
所 在 地
資 本 金
事業の内容
従業員数
上場証券取引所



　平成31年4月よりスタートさせた4か年計画の第4次経営計画において、グループ経営ビジョンに基づき「変革し
進化する広域金融グループ」を目指し、4つの基本戦略の展開を通じて、当社グループの更なる企業価値の向上に
努めています。

第4次経営計画の位置付け

第4次経営計画の目指す姿と目標

変革と進化への挑戦 ～変わる“トモニ” 変わらぬ“ともに”～
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「地域商社的金融
グループ」への変革
「地域商社的金融
グループ」への変革

「トモニスタイル」
の進化

「トモニスタイル」
の進化

「自ら考え行動する
企業集団」へ

「自ら考え行動する
企業集団」へ

目標とする
経営指標

110億円収益性

収益性

効率性

効率性

健全性

成長性

成長性

目標
（令和5年3月期）

100億円

5.0％以上

66.0％以下

9.0％以上

3兆円以上

1兆円以上

ガバナンス戦略
～変革と進化～

Ⅰ

営業戦略
～お客さまとともに～

Ⅱ

エリア戦略
・地方創生戦略
～地域とともに～

Ⅲ

人財戦略
～一人ひとりの
“やる気”を“本気”に～

Ⅳ

変
革
し
進
化
す
る
広
域
金
融
グ
ル
ー
プ

変
革
し
進
化
す
る
広
域
金
融
グ
ル
ー
プ

変
革
し
進
化
す
る
広
域
金
融
グ
ル
ー
プ

４
つ
の
基
本
戦
略

平成31年4月～令和5年3月

変革し進化する
広域金融グループ
変革し進化する
広域金融グループ

フェーズⅣ

第4次経営計画の概要

フェーズⅠ
平成22年4月～平成25年3月

信頼される
金融グループ

フェーズⅡ
平成25年4月～平成28年3月

存在感のある
金融グループ

フェーズⅢ
平成28年4月～平成31年3月

成長する広域
金融グループ

－トモニホールディングス－平成31年4月～令和5年3月

親会社株主に帰属する
当期純利益（連結）

本業利益
（銀行子会社単体合算）

ROE（連結）

コア業務粗利益OHR
（銀行子会社単体合算）

自己資本比率（連結）

貸出金残高
（銀行子会社単体合算）

大阪地区貸出金残高
（銀行子会社単体合算）





第4次経営計画の進捗

業績ハイライト －トモニホールディングス－
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親会社株主に帰属する当期純利益（連結）

令和3年
3月期

令和4年
3月期

9,984

13,062

8,136

令和2年
3月期

令和3年
3月末

令和4年
3月末

令和2年
3月末

令和3年
3月期

令和4年
3月期

9,240

11,243

5,693

令和2年
3月期

本業利益（銀行子会社単体合算）

ROE（連結） 自己資本比率（連結）

8.82
8.84

8.52

令和3年
3月期

令和4年
3月期

令和2年
3月期

令和3年
3月末

令和4年
3月末

令和2年
3月末

65.29
63.34

71.30

令和3年
3月期

令和4年
3月期

令和2年
3月期

4.63
5.77

3.91

コア業務粗利益OHR（銀行子会社単体合算）

29,165

9,477 9,814

30,928

10,397

32,387

貸出金残高（銀行子会社単体合算）

貸出金 大阪地区貸出金

※各グラフの点線は、第4次経営計画の目標値を示しています。

（単位：百万円） （単位：百万円） （単位：億円）

（単位：％） （単位：％） （単位：％）



「A－」
当社の格付

D

LD

C

CC

CCC

B

BB

BBB

A
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トモニホールディングス連結業績
　当期における損益状況は、経常収益は、貸出金利息及び役
務取引等収益が増加しましたが、有価証券利息配当金及び株
式等売却益が減少したこと等により、前期比352百万円減少し
て70,335百万円となりました。経常費用は、国債等債券売却
損、国債等債券償却、株式等売却損、株式等償却及び与信
関連費用が減少したこと等により、前期比4,991百万円減少し
て51,203百万円となりました。その結果、経常利益は前期比
4,639百万円増加して19,132百万円、親会社株主に帰属す
る当期純利益は前期比3,078百万円増加して13,062百万円
となりました。

科　目 令和4年3月期 令和3年3月期
前期比

（単位：百万円）

徳島大正銀行・香川銀行（単体）の合算

経常収益

経常費用

経常利益

70,687

56,194

14,493

9,984

△ 352

△ 4,991

4,639

3,078

70,335

51,203

19,132

13,062親会社株主に帰属する
当期純利益

科　目 令和4年3月期 令和3年3月期
前期比

科　目 令和4年3月期 令和3年3月期
前期比

（単位：百万円）

（単位：億円）

業務粗利益

経費（除く臨時処理分）

業務純益

コア業務純益

経常利益

当期純利益

47,610

32,704

14,869

17,385

14,587

10,325

4,743

348

4,636

1,741

3,963

2,564

52,353

33,052

19,505

19,126

18,550

12,889

貸出金

有価証券

預り資産

預金等
（譲渡性預金含む） 39,013

30,928

6,971

2,544

1,658

1,459

290

62

40,671

32,387

7,261

2,606

　当社は、㈱日本格付研究所（ＪＣＲ）
から、長期発行体格付について「Ａ－」
（シングルＡマイナス）の格付を取得して
おり、健全な経営体質が評価されています。

　当社は、令和4年4月、東京証券取引所の市場区分見
直しに伴い、プライム市場に上場しました。

格付

プライム市場へ上場

〈日本格付研究所〉

高い

安全性

低い

A－
AA

AAA
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業績ハイライト －徳島大正銀行－

○銀行の本業の収益を示すコア業務純益は、資金利益及び役務取引等利益が増加したこと等により、前期比1,094百万円増加して
11,221百万円となりました。
○経常利益は、与信関連費用が減少したこと等により、前期比1,724百万円増加して10,527百万円となりました。
○当期純利益は、前期比1,293百万円増加して7,348百万円となりました。

預金残高
　個人預金、法人預金ともに増加したことにより、預金残高は
前期末比767億円増加して2兆1,854億円となりました。

預り資産残高
　投資信託の販売が順調に推移したことから、預り資産残高合
計は前期末比26億円増加して1,198億円となりました。

コア業務純益・経常利益・当期純利益

07

MINI DISCLOSURE

令和２年３月期：令和２年１月以降の徳島大正銀行の計数と、平成３１年４月から令和元年１２月までの旧徳島銀行及び旧大正銀行の計数を単純合算しています。

業績の概要（単体）

（単位：億円）

預金残高

うち個人
預金残高

13,349

19,672
21,087 21,854

14,049 14,406

令和2年
3月末

令和3年
3月末

令和4年
3月末

令和2年
3月末

令和3年
3月末

令和4年
3月末

（単位：億円）

公共債

投資信託

生命保険

1,129
44
324

760

1,172
49
379

743

1,198
45

411

741

7,687

10,127
11,221

6,577

8,803

10,527

令和3年
3月期

令和4年
3月期

令和2年
3月期

令和3年
3月期

令和4年
3月期

令和2年
3月期

4,634

6,055

7,348

令和3年
3月期

令和4年
3月期

令和2年
3月期

（単位：百万円） （単位：百万円） （単位：百万円）コア業務純益 経常利益 当期純利益
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貸出金残高
　新型コロナウイルス感染症対応融資をはじめ、中小企業及び
個人向け貸出等に積極的に取組んだ結果、貸出金残高は前
期末比８４８億円増加して１兆８,２７２億円となりました。

　当行では、厳格な自己査定に基づいて、適切な償却・引当を実施しています。
　令和4年3月末における金融再生法に基づく正常債権以外の債権は３２,７４５百万円となっていますが、
そのうち、２２,５６９百万円は担保や引当金によりカバーされています。
　残り１０,１７６百万円につきましては、自己資本１２７,４１９百万円により充分に備えています。

自己資本比率
　経営の健全性を示す自己資本比率は、8.07％となりました。
　国内のみで営業する銀行に義務付けられた国内基準の４％の
みならず、国際統一基準の８％を上回っており、健全な経営体質
を維持しています。

＜用語解説＞

○破産更生債権及びこれらに準ずる債権とは？
破産手続開始、更生手続開始、更生手続開始の申し立て等の事由により経営
破綻に陥っている債務者に対する債権及びこれらに準ずる債権のこと。

○危険債権とは？
債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化
し、契約に従った債権の元本の回収及び利息の受取りができない可能性が高い
債権のこと。

○正常債権とは？
債務者の財政状態及び経営成績に特に問題がないものとして、破産更生債権
及びこれらに準ずる債権、危険債権、及び要管理債権に該当しない債権のこと。

○要管理債権とは？
三月以上延滞債権及び貸出条件緩和債権のこと。

合計
32,745百万円（1.76%） （令和4年3月31日現在）

総与信額
1,853,470百万円

破産更生債権及び
これらに準ずる債権
4,629百万円
（0.24%）

自己資本
127,419百万円

貸倒引当金
6,664百万円

担保保証等
15,905百万円

危険債権
20,012百万円
（1.07%）

要管理債権
8,103百万円
（0.43%）

正常債権
1,820,725百万円

MINI DISCLOSURE

金融再生法に基づく開示債権及び保全・引当等の状況

（単位：億円）

貸出金残高

うち中小企業等
貸出金残高

国際統一基準

国内基準

（単位：％）

7.81
8.02 8.07

4

3

16,301
14,329

17,424
15,391

18,272
16,144

令和2年
3月末

令和4年
3月末

令和3年
3月末
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業績ハイライト －香川銀行－

業績の概要（単体）

コア業務純益・経常利益・当期純利益

預金残高
　個人預金、法人預金ともに順調に増加したことにより、預金
残高は前期末比445億円増加して1兆7,682億円となりました。

預り資産残高
　投資信託の販売が順調に推移したことから、残高合計は前期
末比35億円増加して1,407億円となりました。

（単位：億円）

預金残高

うち個人
預金残高

（単位：億円）

公共債

投資信託

生命保険

○銀行の本業の収益を示すコア業務純益は、役務取引等利益が増加したこと等により、前期比647百万円増加して7,905百万円
となりました。
○経常利益は、債券関係損益が増加したこと等により、前期比2,239百万円増加して8,023百万円となりました。
○当期純利益は、前期比1,271百万円増加して5,541百万円となりました。

コア業務純益 経常利益 当期純利益

6,896 7,258
7,905

3,858

5,784

8,023

令和3年
3月期

令和4年
3月期

令和2年
3月期

令和3年
3月期

令和4年
3月期

令和2年
3月期

2,599

4,270

5,541

令和3年
3月期

令和4年
3月期

令和2年
3月期

（単位：百万円） （単位：百万円） （単位：百万円）

11,251

15,666
17,236 17,682

11,913 12,057

令和2年
3月末

令和3年
3月末

令和4年
3月末

令和2年
3月末

令和3年
3月末

令和4年
3月末

1,34727
257

1,061

1,372 24
307

1,039

1,407
20

367

1,019
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貸出金残高
　新型コロナウイルス感染症対応融資をはじめ、中小企業及び
個人向け貸出等に積極的に取組んだ結果、貸出金残高は前
期末比611億円増加して1兆4,115億円となりました。

　当行では、厳格な自己査定に基づいて、適切な償却・引当を実施しています。
　令和4年3月末における金融再生法に基づく正常債権以外の債権は25,940百万円となっていますが、
そのうち、20,554百万円は担保や引当金によりカバーされています。
　残り5,386百万円につきましては、自己資本117,328百万円により充分に備えています。

自己資本比率
　経営の健全性を示す自己資本比率は、9.57％になりました。
　国内のみで営業する銀行に義務付けられた国内基準の4％の
みならず、国際統一基準の8％を上回っており、健全な経営体質
を維持しています。

合計
25,940百万円（1.79％） （令和4年3月31日現在）

総与信額
1,442,454百万円

破産更生債権及び
これらに準ずる債権
6,152百万円
（0.42％）

自己資本
117,328百万円

貸倒引当金
4,520百万円

担保保証等
16,034百万円

危険債権
18,291百万円
（1.26％）

要管理債権
1,496百万円
（0.10％）

正常債権
1,416,513百万円

＜用語解説＞

○破産更生債権及びこれらに準ずる債権とは？
破産手続開始、更生手続開始、更生手続開始の申し立て等の事由により経営
破綻に陥っている債務者に対する債権及びこれらに準ずる債権のこと。

○危険債権とは？
債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化
し、契約に従った債権の元本の回収及び利息の受取りができない可能性が高い
債権のこと。

○正常債権とは？
債務者の財政状態及び経営成績に特に問題がないものとして、破産更生債権
及びこれらに準ずる債権、危険債権、及び要管理債権に該当しない債権のこと。

○要管理債権とは？
三月以上延滞債権及び貸出条件緩和債権のこと。

MINI DISCLOSURE

金融再生法に基づく開示債権及び保全・引当等の状況

国際統一基準

国内基準

（単位：％）

9.21
9.63 9.57

4

3

（単位：億円）

貸出金残高

うち中小企業等
貸出金残高

12,863
11,463

13,503
12,171

14,115
12,874

令和2年
3月末

令和4年
3月末

令和3年
3月末











高松市内
●本店・兵庫町・
　南新町（出）・宮脇町（出）
●県庁
●西宝町・鶴市（出）
●中央市場
●栗林
●今里

小豆島

琴浦 玉野

岡山南
平井今村

倉敷・倉敷小溝

福山

岡山

●潟元
●屋島・源平通（出）
●水田
●川島・高田
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●浅野
●空港口

徳島市内
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■沖洲
■川内
■矢三
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郡
家
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■ ■
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■
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令和4年5月
香川銀行 坂出支店 新築移転
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当社株価と売買高の推移

平成
22年
4月

323

4,087

5,047
4,109

2,960

5,821

3,782

5,150 5,255
4,409 4,622

10,082

5,673
5,038 5,114 5,256

4,388

6,707

5,563

362 347 345
322 339 340 314

334
312 302 303

324
294 297 293 298

323
304

331

5,524

291

6,193

317

5,909

324

6,817

345

8,132

328

令和
2年
4月

令和
2年
5月

令和
2年
6月

令和
2年
7月

令和
2年
8月

令和
2年
9月

令和
2年
10月

令和
2年
11月

令和
2年
12月

令和
3年
1月

令和
3年
2月

令和
3年
3月

令和
3年
4月

令和
3年
5月

令和
3年
6月

令和
3年
7月

令和
3年
8月

令和
3年
9月

令和
3年
10月

令和
3年
11月

令和
3年
12月

令和
4年
1月

令和
4年
2月

令和
4年
3月

（単位：円） （単位：千株）
株価（月末終値）［株価］ ［売買高］売買高（月間売買高）

合計163,728千株 合計10,418名

株主数 10,418名発行済株式総数

株式・株主の状況

163,728千株

（令和4年3月31日現在）

○所有者別株式数内訳 ○地域別株主数内訳

金融機関
49,072千株
（29.97%）

個人・その他
41,659千株
（25.44%）

外国法人等
20,216千株
（12.34%）

その他
4,774千株
（2.91%）

その他法人
48,006千株
（29.32%）

徳島県
3,510名（33.69%）

香川県
2,454名（23.56%）

その他
1,911名（18.34%）

岡山県
298名（2.86%）

兵庫県
489名（4.69%）

大阪府
1,044名（10.02%）

高知県
154名（1.48%）

愛媛県
558名（5.36%）

（四国合計／64.09%）

株式の状況
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2,637

8,083



事業年度

定時株主総会

公告方法

1単元の株式数
上場証券取引所・証券コード

株主名簿管理人・
特別口座の口座管理機関

各種お手続き窓口
（配当金受取り方法の変更、
 住所変更等）

【口座受取りのメリット】

株式事務取扱場所

毎年4月1日から翌年3月31日まで

毎年4月1日から3か月以内に招集

100株

東京証券取引所（プライム市場）・8600

【郵送】〒137ｰ8081　新東京郵便局　私書箱第29号
　　　三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部（配当係）

※当社定款の規定によりお支払い開始日から満5年を経過しますと、
　お支払いできなくなりますので、お早めにお受取りください。

【窓口】三菱UFJ信託銀行の本支店

電子公告　インターネットホームページ  https://www.tomony-hd.co.jp/
（ただし、事故その他やむを得ない事由により電子公告を行うことができない場合は、日本経済新聞、
高松市において発行する四国新聞及び徳島市において発行する徳島新聞に掲載して行います。）

未受領の配当金の
お支払い

三菱UFJ信託銀行株式会社

◎証券会社等の口座に株式をお持ちの株主さま
⇒当社株式を預けられている  証券会社でのお手続き  になります。
　お取引されている証券会社にお問合せください。

◎特別口座で株式をお持ちの株主さま
⇒ 三菱UFJ信託銀行　  ０１２０－０９４－７７７（通話料無料） までお問合せください。

三菱UFJ信託銀行株式会社　大阪証券代行部
〒541ｰ8502 大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
     ０１２０－０９４－７７７（通話料無料）
受付時間：平日9時～17時（土・日・祝日等を除く）
インターネットホームページ  https://www.tr.mufg.jp/daikou/

忙しくて、銀行の窓口へなかなか行くことができないことや、ついつい後回しにしてしまい、銀行取扱期間が過ぎてしまったことはありま
せんか？ ぜひ、口座受取りに変更されることをおすすめいたします。

○お忙しい中、銀行等の窓口に行かなくてもよくなります。
○配当金支払開始日に、株主さまご指定の銀行又は証券会社の口座に振り込まれますので、安心・確実・スピーディーです。
　※ご注意！　株主さまによって、手続きのできる場所が異なります。上記の各種お手続き窓口までお申出ください。

株式のご案内
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トモニホールディングスの配当金を、「領収証払い」から「口座受取り」にしませんか？

なお、どちらの証券会社でお取引されているかは、株主さまの個人情報に該当するため、
当社及び株主名簿管理人である三菱UFJ信託銀行では把握しておりません。



発行／令和4年6月

香川県高松市亀井町7番地1  TEL（087）812-0102
https://www.tomony-hd.co.jp/

トモニホールディングス 株式会社

徳島県徳島市富田浜1丁目41番地  TEL（088）623-3111
https://www.tokugin.co.jp/

株式会社 徳島大正銀行

香川県高松市亀井町6番地1  TEL（087）861-3121
https://www.kagawabank.co.jp/

株式会社 香川銀行

この印刷物は大豆インキで印刷しています。

○本誌は令和4年5月13日発表の決算短信に基づいて作成しております。
○本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、現在入手
している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は、様々な要因により大きく異なる可能性があります。


